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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部を有し、
　前記表示部は、第１の領域と、第２の領域と、第３の領域とを有し、
　前記第１の領域乃至前記第３の領域にタッチパネルを有し、
　前記表示部は前記第２の領域を含む領域において折り曲げることができ、
　前記表示部が外側を向くように折り曲げられたことを認識し、前記第２の領域に操作の
用に供される画像を表示させ、
　前記表示部が外側を向くように折り曲げられているとき、前記第１の領域と前記第３の
領域は、同じ操作に対して互いに異なる処理が行われる、情報処理装置。
【請求項２】
　表示部を有し、
　前記表示部は、第１の領域と、第２の領域と、第３の領域とを有し、
　前記第１の領域乃至前記第３の領域にタッチパネルを有し、
　前記表示部は前記第２の領域を含む領域において折り曲げることができ、
　前記表示部が外側を向くように折り曲げられているとき、前記第１の領域と前記第３の
領域は、同じ操作に対して互いに異なる処理が行われる、情報処理装置。
【請求項３】
　表示部と、筐体とを有し、
　前記表示部は、第１の領域と、第２の領域と、第３の領域とを有し、



(2) JP 6626597 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

　前記第１の領域乃至前記第３の領域にタッチパネルを有し、
　前記表示部は前記第２の領域を含む領域において折り曲げることができ、
　前記表示部を前記第２の領域を含む領域において折り曲げる際に、前記表示部の曲げに
伴い前記筐体も折り曲げられ、
　前記表示部が外側を向くように折り曲げられたことを認識し、前記第２の領域に操作の
用に供される画像を表示させ、
　前記表示部が外側を向くように折り曲げられているとき、前記第１の領域と前記第３の
領域は、同じ操作に対して互いに異なる処理が行われる、情報処理装置。
【請求項４】
　表示部と、筐体とを有し、
　前記表示部は、第１の領域と、第２の領域と、第３の領域とを有し、
　前記第１の領域乃至前記第３の領域にタッチパネルを有し、
　前記表示部は前記第２の領域を含む領域において折り曲げることができ、
　前記表示部を前記第２の領域を含む領域において折り曲げる際に、前記表示部の曲げに
伴い前記筐体も折り曲げられ、
　前記表示部が外側を向くように折り曲げられているとき、前記第１の領域と前記第３の
領域は、同じ操作に対して互いに異なる処理が行われる、情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、物、方法、または、製造方法に関する。または、本発明は、プロセス、マシン
、マニュファクチャ、または、組成物（コンポジション・オブ・マター）に関する。特に
、本発明は、例えば、ヒューマンインターフェース、半導体装置、表示装置、発光装置、
蓄電装置、それらの駆動方法、または、それらの製造方法に関する。特に、本発明は、例
えば、画像情報の処理および表示方法、プログラムおよびプログラムが記録された記録媒
体を有する装置に関する。特に、本発明は、例えば、表示部を備える情報処理装置に処理
された情報を含む画像を表示する画像情報の処理、表示方法および表示部を備える情報処
理装置に処理された情報を含む画像を表示させるプログラム並びに当該プログラムが記録
された記録媒体を有する情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
情報伝達手段に係る社会基盤が充実されている。これにより、多様で潤沢な情報を職場や
自宅だけでなく外出先でも情報処理装置を用いて取得、加工または発信できるようになっ
ている。
【０００３】
このような背景において、携帯可能な情報処理装置が盛んに開発されている。
【０００４】
例えば、携帯可能な情報処理装置は屋外で使用されることが多く、落下により思わぬ力が
情報処理装置およびそれに用いられる表示装置に加わることがある。破壊されにくい表示
装置の一例として、発光層を分離する構造体と第２の電極層との密着性が高められた構成
が知られている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１９０７９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
ポインタを用いる操作方法は、情報処理装置を直観的に操作できるため便利である。具体
的には、タッチパネルに触れた指をポインタに用いてするジェスチャー（タップ、ドラッ
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グ、スワイプまたはピンチイン等）は、直観的な操作を可能にする。
【０００７】
しかしながら、ジェスチャーの種類は限られている。そのため、多機能の情報処理装置を
操作する場合には、いくつかのジェスチャーとそれをする順番を組み合わせた複雑な動作
が要求される。
【０００８】
本発明の一態様は、このような技術的背景のもとでなされたものである。したがって、操
作が容易な新規な情報処理装置を提供することを課題の一とする。または、誤操作をし難
い新規な情報処理装置を提供することを課題の一とする。
【０００９】
なお、これらの課題の記載は、他の課題の存在を妨げるものではない。なお、本発明の一
態様は、これらの課題の全てを解決する必要はないものとする。なお、これら以外の課題
は、明細書、図面、請求項などの記載から、自ずと明らかとなるものであり、明細書、図
面、請求項などの記載から、これら以外の課題を抽出することが可能である。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
以下に説明する実施の形態には、操作命令および折り曲げ情報が供給される演算装置と、
操作命令および折り曲げ情報を供給する入出力装置と、に着眼して創作された本発明の一
態様が含まれる。
【００１１】
本発明の一態様の情報処理装置は、演算部および演算部に実行させるプログラムを記憶す
る記憶部を備える演算装置と、操作命令を供給することができる入力手段および折り曲げ
情報を供給することができる折り曲げセンサを備える入出力装置と、を有する。そして、
プログラムが、供給された操作命令と折り曲げ情報の組み合わせに応じて、異なる処理を
演算装置に実行させる。
【００１２】
上記本発明の一態様の情報処理装置によれば、入力手段を折り曲げセンサと組み合わせて
使用することができる。これにより、例えば、ポインタを用いて入力することができる操
作の種類を増やすことができる。その結果、操作が容易な新規な情報処理装置を提供でき
る。または、誤操作をし難い新規な情報処理装置を提供できる。
【００１３】
本発明の一態様は、終了命令を含む操作命令および折り曲げ情報が供給される演算装置と
、操作命令および折り曲げ情報を供給する入出力装置と、を有する情報処理装置である。
そして、演算装置は、演算部および演算部に実行させるプログラムを記憶する記憶部を備
え、入出力装置は、操作命令を供給することができる入力手段および折り曲げられた角度
を検知して折り曲げ情報を供給することができる折り曲げセンサを備える。また、プログ
ラムは、初期化する第１のステップと、割り込み処理を許可する第２のステップと、割り
込み処理を実行し、且つ情報を処理する第３のステップと、割り込み処理で終了命令が入
力されなかった場合は第３のステップに戻り、終了命令が入力された場合は第５のステッ
プに進む第４のステップと、終了する第５のステップと、を備える。そして、割り込み処
理は、終了命令および折り曲げ情報を受けつける第６のステップと、第６のステップで折
り曲げ情報が供給されなかった場合は第１１のステップに進み、折り曲げ情報が供給され
た場合は第８のステップに進む第７のステップと、折り曲げ情報が山折りでない場合は第
９のステップに進み、山折りである場合は第１０のステップに進む第８のステップと、第
１の処理をする第９のステップと、第１の処理とは異なる第２の処理をする第１０のステ
ップと、割り込み処理から復帰する第１１のステップと、を備える。
【００１４】
上記本発明の一態様の情報処理装置は、入力手段が供給する操作命令と折り曲げセンサが
供給する折り曲げ情報と、が供給される演算装置を有する。また、演算装置はプログラム
を記憶する記憶部を備える。これにより、入力手段と折り曲げセンサを組み合わせて用い
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ることができ、入力手段のみによる限られた操作を順番にする複雑な動作を減らすことが
できる。その結果、操作が容易な新規な情報処理装置を提供できる。
【００１５】
また、本発明の一態様は、第１の処理が、入力手段がジェスチャーを受けつける第１２の
ステップと、第１２のステップで第１のジェスチャーまたは第２のジェスチャーを認識し
なかった場合は第１７のステップに進み、第１のジェスチャーまたは第２のジェスチャー
を認識して、操作命令が供給された場合は第１４のステップに進む第１３のステップと、
第１２のステップで第２のジェスチャーを認識しなかった場合は第１５のステップに進み
、第２のジェスチャーを認識した場合は第１６のステップに進む第１４のステップと、第
１のジェスチャー処理をする第１５のステップと、第１のジェスチャー処理とは異なる第
２のジェスチャー処理をする第１６のステップと、第１の処理から復帰する第１７のステ
ップと、を備える、上記の情報処理装置である。
【００１６】
また、本発明の一態様は、第２の処理が、入力手段がジェスチャーを受けつける第１８の
ステップと、第１８のステップで第１のジェスチャーまたは第２のジェスチャーを認識し
なかった場合は第２３のステップに進み、第１のジェスチャーまたは第２のジェスチャー
を認識して、操作命令が供給された場合は第２０のステップに進む第１９のステップと、
第１８のステップで第２のジェスチャーを認識しなかった場合は第２１のステップに進み
、第２のジェスチャーを認識した場合は第２２のステップに進む第２０のステップと、第
１の処理の第１のジェスチャー処理とは異なる第１のジェスチャー処理をする第２１のス
テップと、第１の処理の第２のジェスチャー処理とは異なる第２のジェスチャー処理をす
る第２２のステップと、第２の処理から復帰する第２３のステップと、を備える、上記の
情報処理装置である。
【００１７】
上記本発明の一態様の情報処理装置は、折り曲げセンサが供給する折り曲げ情報と、入力
手段がジェスチャーを認識して供給する操作命令の組み合わせに応じて、異なる処理をす
る。これにより、入力手段と折り曲げセンサを組み合わせて用いることができ、入力手段
のみによる限られた操作を順番にする複雑な動作を減らすことができる。その結果、操作
が容易な新規な情報処理装置を提供できる。
【００１８】
本発明の一態様は、入力手段が折り曲げることができるタッチセンサであり、折り曲げセ
ンサは入力手段が折り曲げられた角度を検知する上記の情報処理装置である。
【００１９】
本発明の一態様は、演算装置が、画像情報を供給し、入出力装置が、画像情報を供給され
且つ折り曲げることができる表示部を備え、折り曲げセンサが、表示部が折り曲げられた
角度を検知する上記の情報処理装置である。
【００２０】
本発明の一態様は、演算装置が、画像情報を供給し、入出力装置が、画像情報を供給され
且つ折り曲げることができる表示部を備え、折り曲げセンサが、表示部が折り曲げられた
角度を検知し、入力手段が、表示部と共に折り曲げることができるタッチセンサである、
上記のいずれか一に記載の情報処理装置である。
【００２１】
上記本発明の一態様の情報処理装置は、折り曲げることができる表示部と表示部が折り曲
げられた角度を検知する折り曲げセンサを含んで構成される。そして、折り曲げセンサが
供給する折り曲げ情報と、タッチセンサ等の入力手段が供給する操作命令の組み合わせに
応じて、異なる処理をする。これにより、入力手段と折り曲げセンサを組み合わせて用い
ることができ、入力手段のみによる限られた操作を順番にする複雑な動作を減らすことが
できる。その結果、操作が容易な新規な情報処理装置を提供できる。
【発明の効果】
【００２２】
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本発明の一態様によれば、操作が容易な新規な情報処理装置を提供できる。または、誤操
作をし難い新規な情報処理装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】実施の形態に係る情報処理装置の構成を説明するブロック図および模式図。
【図２】実施の形態に係るプログラムを説明するフロー図。
【図３】実施の形態に係るプログラムを説明するフロー図。
【図４】実施の形態に係るプログラムを説明するフロー図。
【図５】実施の形態に係るプログラムを説明するフロー図。
【図６】実施の形態に係る情報処理装置の構成を説明する図。
【図７】実施の形態に係る情報処理装置の使用状態を示す図。
【図８】実施の形態に係る情報処理装置に適用することができる入出力装置の構成を説明
する図。
【図９】実施の形態に係る情報処理装置に適用することができる入出力装置の構成を説明
する図。
【図１０】実施の形態に係る情報処理装置に適用することができる入出力装置の構成を説
明する図。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。但し、本発明は以下の説明に限定さ
れず、本発明の趣旨及びその範囲から逸脱することなくその形態及び詳細を様々に変更し
得ることは当業者であれば容易に理解される。従って、本発明は以下に示す実施の形態の
記載内容に限定して解釈されるものではない。なお、以下に説明する発明の構成において
、同一部分又は同様な機能を有する部分には同一の符号を異なる図面間で共通して用い、
その繰り返しの説明は省略する。
【００２５】
（実施の形態１）
本実施の形態では、本発明の一態様の情報処理装置の構成について、図１乃至図５を参照
しながら説明する。
【００２６】
図１（Ａ）は本発明の一態様の情報処理装置１００の構成を説明するブロック図である。
【００２７】
図１（Ｂ）は本発明の一態様の情報処理装置１００の構成を説明する模式図である。
【００２８】
図１（Ｃ－１）は、図１（Ｂ）に示す情報処理装置１００が谷折りに折り曲げられた状態
を説明する模式図であり、図１（Ｃ－２）は、図１（Ｂ）に示す情報処理装置１００が山
折りに折り曲げられた状態を説明する模式図である。
【００２９】
図２乃至図５は本発明の一態様の情報処理装置１００の演算部に実行させるプログラムを
説明するフロー図である。なお、図２は、主要な処理を説明するフロー図である。
【００３０】
図３は、図２に示す割り込み処理を説明するフロー図であり、図４は、図３に示す第１の
処理を説明するフロー図であり、図５は、図３に示す第２の処理を説明するフロー図であ
る。
【００３１】
＜情報処理装置＞
本実施の形態で説明する情報処理装置１００は、終了命令等を含む操作命令ＩＮＰＵＴお
よび折り曲げ情報ＡＮＧが供給される演算装置１１０と、操作命令ＩＮＰＵＴおよび折り
曲げ情報ＡＮＧを供給する入出力装置１２０と、を有する（図１（Ａ）参照）。
【００３２】



(6) JP 6626597 B2 2019.12.25

10

20

30

40

50

演算装置１１０は、演算部１１１および演算部１１１に実行させるプログラムを記憶する
記憶部１１２を備える。
【００３３】
入出力装置１２０は、操作命令ＩＮＰＵＴを供給することができる入力手段１２１および
折り曲げられた角度θを検知して折り曲げ情報ＡＮＧを供給することができる折り曲げセ
ンサ１２４を備える。なお、角度θを、例えば図１（Ｂ）、図１（Ｃ－１）または図１（
Ｃ－２）に示すように定義することができる。
【００３４】
《プログラム》
演算部１１１に実行させるプログラムは、以下のステップを備える（図２参照）。
【００３５】
第１のステップにおいて、タイマ等を初期化する。（図２（Ｓ１）参照）。なお、後述す
る割り込み処理、第１の処理または第２の処理等において必要とされる初期情報を読み込
む動作も、初期化に含まれる。
【００３６】
第２のステップにおいて、割り込み処理を許可する。なお、割り込み処理が許可されると
、図２を用いて説明する主要な処理を中断し、後述する割り込み処理を実行することがで
きる（図２（Ｓ２）参照）。
【００３７】
第３のステップにおいて、初期情報または第２のステップで許可された割り込み処理で生
成された情報を処理する（図２（Ｓ３）参照）。
【００３８】
なお、第３のステップでする情報の処理の一例に、記憶部１１２にある情報を入出力装置
１２０に出力する処理を挙げることができる。具体的には、記憶部１１２に記憶された圧
縮された画像情報を伸張して表示部１２２に表示する処理、圧縮された音声情報をスピー
カ等に出力する処理なども含まれる。
【００３９】
第４のステップにおいて、割り込み処理で終了命令が入力されなかった場合は第３のステ
ップに戻り、終了命令が入力された場合は第５のステップに進む（図２（Ｓ４）参照）。
【００４０】
第５のステップにおいて、プログラムを終了する（図２（Ｓ５）参照）。
【００４１】
割り込み処理について説明する（図３参照）。なお、割り込み処理が許可された演算部は
、割り込み処理についての実行命令を受けつけることができる。そして、割り込み処理に
ついての実行命令を受けつけた演算部は、主要な処理を中断し、割り込み処理を実行する
。例えば、割り込み処理についての実行命令に関連付けられたイベントを供給された演算
部は、割り込み処理を実行し、実行結果を記憶部に格納する。その後、割り込み処理から
主要な処理に復帰した演算部は、主要な処理を、割り込み処理の実行結果に基づいて再開
することができる。
【００４２】
第６のステップにおいて、終了命令および折り曲げ情報ＡＮＧ等を受けつける。情報処理
装置１００の使用者は、例えば入力手段１２１を用いて終了命令等を入力することができ
る（図３（Ｔ６）参照）。
【００４３】
例えば、割り込み処理に終了命令を受けつけ、折り曲げ情報ＡＮＧを取得するための待機
期間を設ける。具体的にはタイマ等を用いて計測された時間を待機期間に用いる。また、
タッチセンサを入力手段１２１に適用することができる。情報処理装置１００の使用者は
、待機期間にタッチセンサに触れた指をポインタに用いてピンチイン等のジェスチャーで
、終了命令を入力することができる。
【００４４】
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第７のステップにおいて、第６のステップで折り曲げ情報ＡＮＧが供給されなかった場合
は第１１のステップに進み、折り曲げ情報ＡＮＧが供給された場合は第８のステップに進
む（図３（Ｔ７）参照）。
【００４５】
例えば、折り曲げられていた折り曲げセンサ１２４が折り曲げられていない状態にされる
ことにより、折り曲げ情報ＡＮＧの供給が停止された場合は、第１１のステップに進む。
また、その逆に、折り曲げセンサ１２４が折り曲げられた状態にされることにより、折り
曲げ情報ＡＮＧが供給された場合は、第８のステップに進む。
【００４６】
第８のステップにおいて、折り曲げ情報ＡＮＧが山折りでない場合は第９のステップに進
み、山折りである場合は第１０のステップに進む（図３（Ｔ８）参照）。例えば、折り曲
げセンサ１２４が谷折りにされたことを示す折り曲げ情報ＡＮＧを供給した場合は、第９
のステップに進み、折り曲げセンサ１２４が山折りにされたことを示す折り曲げ情報ＡＮ
Ｇを供給した場合は、第１０のステップに進む。
【００４７】
第９のステップにおいて、第１の処理をする（図３（Ｔ９）参照）。
【００４８】
第１０のステップにおいて、第１の処理とは異なる第２の処理をする（図３（Ｔ１０）参
照）。
【００４９】
第１の処理および第２の処理は、互いに異なる割り込み処理である。言い換えると、供給
される折り曲げ情報ＡＮＧに応じて、割り込み処理を第１の処理と第２の処理に分けるこ
とができる。
【００５０】
例えば、電子書籍を閲覧するためのソフトウエアにおいて、一のジェスチャーによる操作
命令を供給することにより、電子書籍の閲覧ページにしおりを付与する処理を第１の処理
に、電子書籍のページを高速で送る処理を第２の処理にしてもよい。なお、第１の処理と
第２の処理の詳細について、後述する。
【００５１】
第１１のステップにおいて、割り込み処理から復帰する（図３（Ｔ１１）参照）。
【００５２】
本実施の形態で説明する情報処理装置１００は、入力手段１２１が供給する操作命令ＩＮ
ＰＵＴと折り曲げセンサ１２４が供給する折り曲げ情報ＡＮＧと、が供給される演算装置
１１０を有する。また、演算装置１１０は、プログラムを記憶する記憶部１１２を備える
。これにより、入力手段１２１と折り曲げセンサ１２４を組み合わせて用いることができ
、入力手段１２１のみによる限られた操作を順番にする複雑な動作を減らすことができる
。その結果、操作が容易な新規な情報処理装置を提供できる。
【００５３】
なお、本実施の形態で例示して説明する演算装置１１０は、入出力インターフェース１１
５および伝送路１１４を備える（図１（Ａ）参照）。
【００５４】
入出力インターフェース１１５は、情報を入出力装置１２０に供給することができ、入出
力装置１２０から情報が供給される。
【００５５】
伝送路１１４は、情報を演算部１１１、記憶部１１２および入出力インターフェース１１
５に供給することができる。また、演算部１１１、記憶部１１２および入出力インターフ
ェース１１５は、情報を伝送路１１４に供給することができる。
【００５６】
入出力装置１２０は、入力手段１２１を備える。入力手段１２１は操作命令や終了命令等
を供給することができる。
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【００５７】
なお、終了命令はプログラムを終了する命令である。
【００５８】
なお、これらの構成は明確に分離できず、一つの構成が他の構成を兼ねる場合や他の構成
の一部を含む場合がある。例えば、表示部およびタッチセンサが重ねられたタッチパネル
は、表示部１２２であるとともに入力手段１２１でもある。
【００５９】
以下に、本発明の一態様の情報処理装置１００を構成する個々の要素について説明する。
【００６０】
《入出力装置》
入出力装置１２０は、入出力インターフェース１１５を介して伝送路１１４に接続される
。入出力装置１２０は外部の情報を情報処理装置１００に供給することができる。また、
情報処理装置１００の内部の情報を外部に供給することができる。
【００６１】
《折り曲げセンサ》
折り曲げセンサ１２４は情報処理装置１００が折り曲げられた角度θを検知して折り曲げ
情報ＡＮＧを供給する。なお、折り曲げセンサ１２４が第１の閾値θ１より小さい角度に
折り曲げられたことを検知する状態を谷折りにされた状態（図１（Ｂ）および図１（Ｃ－
１）参照）、第２の閾値θ２より大きい角度に折り曲げられたことを検知する状態を山折
りにされた状態（図１（Ｂ）および図１（Ｃ－２）参照）、と定義することができる。
【００６２】
例えば、折り曲げられる位置があらかじめ定められている場合は、折り曲げセンサ１２４
をその場所に配置する。折り曲げられる位置が複数ある場合は、複数のセンサをライン状
、マトリクス状に配置することにより、折り曲げられた角度θだけでなく、折り曲げられ
た位置の座標を特定することができる。
【００６３】
折り曲げセンサ１２４を、例えば表示部１２２の外周に沿って設けることができる。図１
（Ｂ）に例示する情報処理装置１００の場合、折り曲げセンサ１２４が表示部１２２の長
手方向に沿って設けられている。また、例えば、折り曲げセンサ１２４を短手方向に沿っ
て設けてもよい。
【００６４】
なお、表示部１２２を囲むように設けられた折り曲げセンサ１２４は、表示部１２２を横
切る様々な方向（例えば横方向、縦方向または斜め方向）に折り曲げられた角度θを検知
することができる。これにより、様々な位置で表示部１２２を折り曲げて、折り曲げ情報
ＡＮＧを供給することができる。
【００６５】
折り曲げセンサ１２４は、例えばスイッチ、ひずみゲージ、感圧導電性ゴムまたはすべり
センサ等を用いて構成することができる。
【００６６】
具体的には、表示部１２２を折り曲げたり広げたりする動作に伴い開閉する機械的な接点
を有するスイッチまたは磁気スイッチ等を、表示部１２２を囲むように配置してもよい。
【００６７】
または、一対の伸縮センサを、表示部１２２の表示がされる面（表面ともいう）の側と、
その反対の面（裏面ともいう）の側に配置して、折り曲げセンサ１２４を構成することが
できる。一方のセンサが伸びを検知し、他方のセンサが縮みを検知した場合、伸びを検知
した側に山折りにされたことがわかる。
【００６８】
具体的には、複数の電極が折り曲げられる領域の外周に設けられた面状または帯状の感圧
導電ゴムを伸縮センサに用いることができる。折り曲げられる領域の外周に複数の電極が
設けられた面状または帯状の感圧導電ゴムの伸縮変形は、電気インピーダンス断層撮影（
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Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　Ｉｍｐｅｄａｎｃｅ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ）法により検知する
ことがよく知られている。
【００６９】
また、一対のひずみゲージを折り曲げセンサ１２４に用いることができる。
【００７０】
《入力手段》
入力手段１２１として、さまざまなヒューマンインターフェース等を用いることができる
。具体的には、キーボード、マウス、タッチセンサ、マイクまたはカメラ等を用いること
ができる。特に、ポインタを用いる操作命令の供給方法は、直観的な操作を可能にするた
め便利である。
【００７１】
例えば、表示部に重ねて一体に設けられた入力手段１２１にタッチパネルを適用する場合
、情報処理装置１００の使用者は、タッチパネルに触れた指をポインタに用いてするジェ
スチャー（タップ、ドラッグ、スワイプまたはピンチイン等）で、操作命令または終了命
令等を入力することができる。
【００７２】
《表示部》
表示部１２２は可撓性を有する。表示部１２２は可撓性を有するため、折り曲げることが
できる。平面状に広げられた表示部１２２を図１（Ｂ）に示し、折り曲げられた表示部を
図１（Ｃ－１）および図１（Ｃ－２）に示す。
【００７３】
なお、可撓性を有する表示部１２２の具体的な構成については実施の形態３で詳細に説明
する。
【００７４】
《その他》
入出力装置１２０として、例えばカメラ、マイク、読み取り専用の外部記憶部、外部記憶
部、通信機器、スキャナー、スピーカ、プリンタ等を用いることができる。
【００７５】
具体的には、カメラとして、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ等を用いることがで
きる。
【００７６】
外部記憶部としては、ハードディスク、リムーバブルメモリなどを用いることができる。
また、読み取り専用の外部記憶部としては、ＣＤＲＯＭ、ＤＶＤＲＯＭなどを用いること
ができる。
【００７７】
通信機器としてネットワーク接続機器またはモデム等を用いることができる。
【００７８】
本実施の形態で例示する情報処理装置の割り込み処理について、図４を参照しながら説明
する。
【００７９】
図４は本発明の一態様の情報処理装置の演算部１１１に実行させるプログラムの、第９の
ステップ（図３（Ｔ９）参照）においてすることができる、第１の処理を説明するフロー
図である。
【００８０】
言い換えると、図４は第８のステップで折り曲げセンサ１２４が供給する折り曲げ情報が
山折りでない場合（谷折りである場合）にすることができる第１の処理について説明する
フロー図である。
【００８１】
本実施の形態で例示して説明する情報処理装置１００は、以下に説明する第１の処理を演
算部１１１に実行させるプログラムを記憶する記憶部１１２を備える。
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【００８２】
《プログラム》
第１の処理は、以下のステップを備える（図４参照）。
【００８３】
第１２のステップにおいて、入力手段１２１がジェスチャーを受けつける（図４（Ｕ１２
）参照）。
【００８４】
第１３のステップにおいて、第１２のステップで第１のジェスチャーまたは第２のジェス
チャーを認識しなかった場合は第１７のステップに進み、第１のジェスチャーまたは第２
のジェスチャーを認識して、操作命令ＩＮＰＵＴが演算装置１１０に供給された場合は第
１４のステップに進む（図４（Ｕ１３）参照）。
【００８５】
例えば、入力手段１２１にタッチセンサを用いる場合、情報処理装置１００の使用者は、
タッチセンサに触れた指をポインタに用いてジェスチャーにより操作命令を供給すること
ができる。
【００８６】
具体的には、タッチセンサに触れた指をタッチセンサの上部から下部に向けて滑らす縦ス
ワイプを第１のジェスチャーに、下部から上部に向けて滑らす縦スワイプを第２のジェス
チャーにすることができる。
【００８７】
第１４のステップにおいて、第１２のステップで第２のジェスチャーを認識しなかった場
合は第１５のステップに進み、第２のジェスチャーを認識した場合は第１６のステップに
進む（図４（Ｕ１４）参照）。
【００８８】
本実施の形態では、第１のジェスチャーを認識した場合は第１５のステップに進み、第２
のジェスチャーを認識した場合は第１６のステップに進む。
【００８９】
第１５のステップにおいて、第１のジェスチャー処理をする（図４（Ｕ１５）参照）。例
えば、電子書籍の閲覧ソフトウエアにおいて、閲覧中のページに「しおり」を付与する処
理を第１のジェスチャー処理に関連付けることができる。
【００９０】
第１６のステップにおいて、第２のジェスチャー処理をする（図４（Ｕ１６）参照）。例
えば、電子書籍の閲覧ソフトウエアにおいて、閲覧中のページに付与された「しおり」を
削除する処理を第２のジェスチャー処理に関連付けることができる。
【００９１】
このように、折り曲げセンサ１２４が供給する折り曲げ情報ＡＮＧが谷折りである場合に
第１のジェスチャーを認識した場合と、第２のジェスチャーを認識した場合とで、異なる
処理をすることができる。
【００９２】
これにより、折り曲げセンサ１２４が谷折りである折り曲げ情報ＡＮＧを供給する状態で
、入力手段１２１のタッチセンサを用いて上部から下部に（第１のジェスチャー）または
下部から上部に（第２のジェスチャー）向けて指を滑らす縦スワイプをすることにより、
電子書籍の閲覧中のページに「しおり」を付与または削除することができる。
【００９３】
第１７のステップにおいて、第１の処理から復帰する（図４（Ｕ１７）参照）。
【００９４】
なお、本実施の形態では２つのジェスチャーを用いて操作する場合を例に説明するがこれ
に限られない。第１３のステップで３つ以上のジェスチャーを認識してもよい。例えば、
タッチセンサに触れた二本の指を上部から下部に向けて滑らす縦スワイプを第３のジェス
チャーに、下部から上部に向けて滑らす縦スワイプを第４のジェスチャーに定義すること
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もできる。また、閲覧中の書籍の次の書籍を選択する処理を第３のジェスチャー処理に、
閲覧中の書籍の前の書籍を選択する処理を第４のジェスチャー処理に関連付けることもで
きる。
【００９５】
本実施の形態で例示する情報処理装置の割り込み処理について、図５を参照しながら説明
する。
【００９６】
図５は本発明の一態様の情報処理装置の演算部１１１に実行させるプログラムの、第１０
のステップ（図３（Ｔ１０）参照）においてすることができる、第２の処理を説明するフ
ロー図である。
【００９７】
言い換えると、図５は第８のステップで折り曲げセンサ１２４が供給する折り曲げ情報が
山折りである場合にすることができる第２の処理について説明するフロー図である。
【００９８】
本実施の形態で例示して説明する情報処理装置１００は、以下に説明する第２の処理を演
算部１１１に実行させるプログラムを記憶する記憶部１１２を備える。
【００９９】
《プログラム》
第２の処理は、以下のステップを備える（図５参照）。
【０１００】
第１８のステップにおいて、入力手段１２１がジェスチャーを受けつける（図５（Ｖ１８
）参照）。
【０１０１】
第１９のステップにおいて、第１８のステップで第１のジェスチャーまたは第２のジェス
チャーを認識しなかった場合は第２３のステップに進み、第１のジェスチャーまたは第２
のジェスチャーを認識して、操作命令ＩＮＰＵＴが演算装置１１０に供給された場合は第
２０のステップに進む（図５（Ｖ１９）参照）。
【０１０２】
例えば、入力手段１２１にタッチセンサを用いる場合、情報処理装置１００の使用者は、
タッチセンサに触れた指をポインタに用いてジェスチャーにより操作命令を供給すること
ができる。
【０１０３】
具体的には、タッチセンサに触れた指をタッチセンサの上部から下部に向けて滑らす縦ス
ワイプを第１のジェスチャーに、下部から上部に向けて滑らす縦スワイプを第２のジェス
チャーにすることができる。
【０１０４】
第２０のステップにおいて、第１８のステップで第２のジェスチャーを認識しなかった場
合は第２１のステップに進み、第２のジェスチャーを認識した場合は第２２のステップに
進む（図５（Ｖ２０）参照）。
【０１０５】
第２１のステップにおいて、第１のジェスチャー処理をする（図５（Ｖ２１）参照）。例
えば、電子書籍の閲覧ソフトウエアにおいて、ページを順方向に高速に送る（めくる）処
理を第１のジェスチャー処理に関連付けることができる。
【０１０６】
第２２のステップにおいて、第２のジェスチャー処理をする（図５（Ｖ２２）参照）。例
えば、電子書籍の閲覧ソフトウエアにおいて、ページを逆方向に高速に送る（めくる）処
理を第２のジェスチャー処理に関連付けることができる。
【０１０７】
このように、折り曲げセンサ１２４が供給する折り曲げ情報ＡＮＧが山折りである場合に
第１のジェスチャーを認識した場合と、第２のジェスチャーを認識した場合とで、異なる
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処理をすることができる。
【０１０８】
これにより、折り曲げセンサ１２４が山折りである折り曲げ情報ＡＮＧを供給する状態で
、入力手段１２１のタッチセンサを用いて上部から下部に（第１のジェスチャー）または
下部から上部に（第２のジェスチャー）向けて指を滑らす縦スワイプをすることにより、
電子書籍のページを高速に順方向または逆方向に送ることができる。
【０１０９】
第２３のステップにおいて、第２の処理から復帰する（図５（Ｖ２３）参照）。
【０１１０】
本実施の形態で説明する情報処理装置は、折り曲げセンサが供給する折り曲げ情報と、入
力手段がジェスチャーを認識して供給する操作命令の組み合わせに応じて、異なる処理を
する。これにより、入力手段と折り曲げセンサを組み合わせて用いることができ、入力手
段のみによる限られた操作を順番にする複雑な動作を減らすことができる。その結果、操
作が容易な新規な情報処理装置を提供できる。
【０１１１】
なお、本実施の形態は、本明細書で示す他の実施の形態と適宜組み合わせることができる
。
【０１１２】
（実施の形態２）
本実施の形態では、本発明の一態様の情報処理装置の構成について、図６および図７を参
照しながら説明する。
【０１１３】
図６（Ａ）は本発明の一態様の情報処理装置４００の構造を説明する上面図であり、図６
（Ｂ）は情報処理装置４００の構造を説明する側面図である。なお、図中の矢印は表示が
行われる方向を示す。
【０１１４】
図６（Ｃ）は、図６（Ｂ）に示すヒンジ４８１を説明する側面図である。
【０１１５】
図７（Ａ）は、情報処理装置４００が谷折りにされている使用状態を、図７（Ｂ－１）、
図７（Ｂ－２）および図７（Ｃ）は、情報処理装置４００が山折りにされている使用状態
を示す図である。
【０１１６】
＜上面図の説明＞
情報処理装置４００は、折り曲げ情報ＡＮＧおよび操作命令ＩＮＰＵＴが供給され、画像
情報ＶＩＤＥＯを供給する演算装置４１０を有する。また、情報処理装置４００は、画像
情報ＶＩＤＥＯが供給され、折り曲げ情報ＡＮＧと操作命令ＩＮＰＵＴを供給する入出力
装置４２０を有する（図６（Ａ）参照）。
【０１１７】
情報処理装置４００は、画像情報ＶＩＤＥＯが供給される表示部と、使用者が触れる指を
検知して操作命令ＩＮＰＵＴを供給する入力手段と、を兼ねるタッチパネル４２２を備え
る。
【０１１８】
タッチパネル４２２は可撓性を有し、撓ませることができる。
【０１１９】
タッチパネル４２２は、使用者が撓ますことができるように支持されている。具体的には
、タッチパネル４２２は、ヒンジ４８１に接続された二つのＵ字状部材で構成された枠に
支持されている。ヒンジ４８１を屈曲させることで、タッチパネル４２２を撓ませること
ができる。ヒンジ４８１は、タッチパネル４２２の対向する辺にそれぞれ設けられている
。
【０１２０】
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タッチパネル４２２を三つ折り以上にできるようにヒンジ４８１を設けてもよい。タッチ
パネル４２２が折り曲げられた場所ごとに、異なる折り曲げ情報ＡＮＧを供給してもよい
。これにより、折り曲げられた場所ごとに、異なる処理を演算装置４１０に実行させるこ
とができる。
【０１２１】
＜側面図の説明＞
タッチパネル４２２は情報処理装置４００の側面から見ておよそ中央にある（図６（Ｂ）
参照）。
【０１２２】
支軸や弾性体等をヒンジ４８１に用いることができる。
【０１２３】
ヒンジ４８１は、厚みを有する弾性体４８１ｃを一対の伸縮センサ４８１ａと伸縮センサ
４８１ｂの間に備える（図６（Ｃ）参照）。ヒンジ４８１が折り曲げられると、一対の伸
縮センサの一方が伸びを検知した信号を、他方が縮みを検知した信号を供給する。これら
の信号を比較することにより、山折りまたは谷折りの情報を含む折り曲げ情報ＡＮＧを供
給することができる。
【０１２４】
なお、折り曲げる角度を適宜調整できるように、ラチェット機構又は滑り止め等をヒンジ
４８１に設けてもよい。
【０１２５】
＜使用状態を示す図の説明＞
図７（Ａ）は、情報処理装置４００が谷折りにされている使用状態を、図７（Ｂ－１）、
図７（Ｂ－２）および図７（Ｃ）は、情報処理装置４００が山折りにされている使用状態
を示す図である。
【０１２６】
情報処理装置４００が谷折りにされると、底部４２２ｖがタッチパネル４２２に形成され
る（図７（Ａ）参照）。底部４２２ｖは、タッチパネル４２２の他の部分に挟まれた窪み
にある。これにより、使用者は底部４２２ｖに沿って指を動かすジェスチャーを正確にす
ることができる。具体的には、底部４２２ｖに触れた指を上部から下部に向けて滑らす縦
スワイプを第１のジェスチャーに、下部から上部に向けて滑らす縦スワイプを第２のジェ
スチャーにすることができる。
【０１２７】
底部４２２ｖは使用者が意図することなく接触し難いため、誤操作を防ぐことができる。
例えば、ファイルの削除や強制終了など、使用者に不利益をもたらす可能性の高い操作を
割り当てることもできる。
【０１２８】
情報処理装置４００が山折りにされると、稜線部４２２ｒがタッチパネル４２２に形成さ
れる（図７（Ｂ－１）参照）。稜線部４２２ｒは、タッチパネル４２２の他の部分から突
出する。これにより、使用者が稜線部４２２ｒに沿って指を動かすジェスチャーを正確に
することができる。
【０１２９】
稜線部４２２ｒは、使用者が意図せず接触し易く誤操作し易い。これを防ぐため、使用者
が、稜線部４２２ｒのジェスチャーを認識できる状態と、できない状態とを、切り替える
機能を情報処理装置４００に設けてもよい。例えば、使用者がタッチパネル４２２の選択
ボタン領域４２２ｔに接触している場合にのみ、稜線部４２２ｒのジェスチャーを認識す
るようにしてもよい（図７（Ｂ－２）参照）。
【０１３０】
稜線部４２２ｒを境に二つの領域に分けられたタッチパネル４２２の一方にする第１のジ
ェスチャーと、他方にする第１のジェスチャーに、異なる処理を関連付けることもできる
。
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【０１３１】
例えば、図７（Ｃ）示す情報処理装置４００は、紙面手前側に描かれているタッチパネル
４２２に接する親指と他の指の間に保持されている。稜線部４２２ｒを境に、親指が接す
る手前側の領域においては、縦スワイプを表示の拡大または縮小処理と関連付けることが
できる。また、図示されていない他の指が接する反対側の領域においては、縦スワイプを
ページを高速に送る処理と関連付けることができる。
【０１３２】
または、手前の領域を主に画像等の表示に用い、反対側の領域を主に操作用の領域に用い
てもよい。
【０１３３】
また、山折りまたは谷折りの情報を含む折り曲げ情報ＡＮＧが供給された演算装置４１０
が、情報処理装置４００の操作の用に供される画像等を、タッチパネル４２２の底部４２
２ｖまたは稜線部４２２ｒに表示してもよい。
【０１３４】
なお、本実施の形態は、本明細書で示す他の実施の形態と適宜組み合わせることができる
。
【０１３５】
（実施の形態３）
本実施の形態では、本発明の一態様の情報処理装置に適用することができる入出力装置の
構成について、図８を参照しながら説明する。
【０１３６】
図８（Ａ）は本発明の一態様の情報処理装置に適用可能な入出力装置の構造を説明する上
面図である。
【０１３７】
図８（Ｂ）は図８（Ａ）の切断線Ａ－Ｂおよび切断線Ｃ－Ｄにおける断面図である。
【０１３８】
図８（Ｃ）は図８（Ａ）の切断線Ｅ－Ｆにおける断面図である。
【０１３９】
＜上面図の説明＞
本実施の形態で例示する入出力装置３００は表示部３０１を有する（図８（Ａ）参照）。
【０１４０】
表示部３０１は、複数の画素３０２と複数の撮像画素３０８を備える。撮像画素３０８は
表示部３０１に触れる指等を検知することができる。これにより、撮像画素３０８を用い
てタッチセンサを構成することができる。
【０１４１】
画素３０２は、複数の副画素（例えば副画素３０２Ｒ）を備え、副画素は発光素子および
発光素子を駆動する電力を供給することができる画素回路を備える。
【０１４２】
画素回路は、選択信号を供給することができる配線および画像信号を供給することができ
る配線と、電気的に接続される。
【０１４３】
また、入出力装置３００は選択信号を画素３０２に供給することができる走査線駆動回路
３０３ｇ（１）と、画像信号を画素３０２に供給することができる画像信号線駆動回路３
０３ｓ（１）を備える。
【０１４４】
撮像画素３０８は、光電変換素子および光電変換素子を駆動する撮像画素回路を備える。
【０１４５】
撮像画素回路は、制御信号を供給することができる配線および電源電位を供給することが
できる配線と電気的に接続される。
【０１４６】
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制御信号としては、例えば記録された撮像信号を読み出す撮像画素回路を選択することが
できる信号、撮像画素回路を初期化することができる信号、および撮像画素回路が光を検
知する時間を決定することができる信号などを挙げることができる。
【０１４７】
入出力装置３００は制御信号を撮像画素３０８に供給することができる撮像画素駆動回路
３０３ｇ（２）と、撮像信号を読み出す撮像信号線駆動回路３０３ｓ（２）を備える。
【０１４８】
＜断面図の説明＞
入出力装置３００は、基板３１０および基板３１０に対向する対向基板３７０を有する（
図８（Ｂ）参照）。
【０１４９】
基板３１０は、可撓性を有する基板３１０ｂ、意図しない不純物の発光素子への拡散を防
ぐバリア膜３１０ａおよび基板３１０ｂとバリア膜３１０ａを貼り合わせる接着層３１０
ｃが積層された積層体である。
【０１５０】
対向基板３７０は、可撓性を有する基板３７０ｂ、意図しない不純物の発光素子への拡散
を防ぐバリア膜３７０ａおよび基板３７０ｂとバリア膜３７０ａを貼り合わせる接着層３
７０ｃの積層体である（図８（Ｂ）参照）。
【０１５１】
封止材３６０は対向基板３７０と基板３１０を貼り合わせている。また、封止材３６０は
空気より大きい屈折率を備え、光学接合層を兼ねる。画素回路および発光素子（例えば第
１の発光素子３５０Ｒ）は基板３１０と対向基板３７０の間にある。
【０１５２】
《画素の構成》
画素３０２は、副画素３０２Ｒ、副画素３０２Ｇおよび副画素３０２Ｂを有する（図８（
Ｃ）参照）。また、副画素３０２Ｒは発光モジュール３８０Ｒを備え、副画素３０２Ｇは
発光モジュール３８０Ｇを備え、副画素３０２Ｂは発光モジュール３８０Ｂを備える。
【０１５３】
例えば副画素３０２Ｒは、第１の発光素子３５０Ｒおよび第１の発光素子３５０Ｒに電力
を供給することができるトランジスタ３０２ｔを含む画素回路を備える（図８（Ｂ）参照
）。また、発光モジュール３８０Ｒは第１の発光素子３５０Ｒおよび光学素子（例えば第
１の着色層３６７Ｒ）を備える。
【０１５４】
第１の発光素子３５０Ｒは、第１の下部電極３５１Ｒ、上部電極３５２、第１の下部電極
３５１Ｒと上部電極３５２の間に発光性の有機化合物を含む層３５３を有する（図８（Ｃ
）参照）。
【０１５５】
発光性の有機化合物を含む層３５３は、発光ユニット３５３ａ、発光ユニット３５３ｂお
よび発光ユニット３５３ａと発光ユニット３５３ｂの間に中間層３５４を備える。
【０１５６】
発光モジュール３８０Ｒは、第１の着色層３６７Ｒを対向基板３７０に有する。着色層は
特定の波長を有する光を透過するものであればよく、例えば赤色、緑色または青色等を呈
する光を選択的に透過するものを用いることができる。または、発光素子の発する光をそ
のまま透過する領域を設けてもよい。
【０１５７】
例えば、発光モジュール３８０Ｒは、第１の発光素子３５０Ｒと第１の着色層３６７Ｒに
接する封止材３６０を有する。
【０１５８】
第１の着色層３６７Ｒは第１の発光素子３５０Ｒと重なる位置にある。これにより、第１
の発光素子３５０Ｒが発する光の一部は、光学接合層を兼ねる封止材３６０および第１の
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着色層３６７Ｒを透過して、図中の矢印に示すように発光モジュール３８０Ｒの外部に射
出される。
【０１５９】
《表示パネルの構成》
入出力装置３００は、遮光層３６７ＢＭを対向基板３７０に有する。遮光層３６７ＢＭは
、着色層（例えば第１の着色層３６７Ｒ）を囲むように設けられている。
【０１６０】
入出力装置３００は、反射防止層３６７ｐを表示部３０１に重なる位置に備える。反射防
止層３６７ｐとして、例えば円偏光板を用いることができる。
【０１６１】
入出力装置３００は、絶縁膜３２１を備える。絶縁膜３２１はトランジスタ３０２ｔを覆
っている。なお、絶縁膜３２１は画素回路に起因する凹凸を平坦化するための層として用
いることができる。また、不純物のトランジスタ３０２ｔ等への拡散を抑制することがで
きる層が積層された絶縁膜を、絶縁膜３２１に適用することができる。
【０１６２】
入出力装置３００は、発光素子（例えば第１の発光素子３５０Ｒ）を絶縁膜３２１上に有
する。
【０１６３】
入出力装置３００は、第１の下部電極３５１Ｒの端部に重なる隔壁３２８を絶縁膜３２１
上に有する（図８（Ｃ）参照）。また、基板３１０と対向基板３７０の間隔を制御するス
ペーサ３２９を、隔壁３２８上に有する。
【０１６４】
《画像信号線駆動回路の構成》
画像信号線駆動回路３０３ｓ（１）は、トランジスタ３０３ｔおよび容量３０３ｃを含む
。なお、駆動回路は画素回路と同一の工程で同一基板上に形成することができる。
【０１６５】
《撮像画素の構成》
撮像画素３０８は、光電変換素子３０８ｐおよび光電変換素子３０８ｐに照射された光を
検知するための撮像画素回路を備える。また、撮像画素回路は、トランジスタ３０８ｔを
含む。
【０１６６】
例えばｐｉｎ型のフォトダイオードを光電変換素子３０８ｐに用いることができる。
【０１６７】
《他の構成》
入出力装置３００は、信号を供給することができる配線３１１を備え、端子３１９が配線
３１１に設けられている。なお、画像信号および同期信号等の信号を供給することができ
るＦＰＣ３０９（１）が端子３１９に電気的に接続されている。
【０１６８】
なお、ＦＰＣ３０９（１）にはプリント配線基板（ＰＷＢ）が取り付けられていても良い
。
【０１６９】
なお、本実施の形態は、本明細書で示す他の実施の形態と適宜組み合わせることができる
。
【０１７０】
（実施の形態４）
本実施の形態では、入力手段としてタッチセンサ（接触検出装置）が表示部に重ねて設け
られ、折り曲げることができるタッチパネルの構成について、図９及び図１０を参照しな
がら説明する。
【０１７１】
図９（Ａ）は、本実施の形態で例示するタッチパネル５００の斜視概略図である。なお明
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瞭化のため、代表的な構成要素を図９に示す。図９（Ｂ）は、タッチパネル５００を展開
した斜視概略図である。
【０１７２】
図１０は、図９（Ａ）に示すタッチパネル５００のＸ１－Ｘ２における断面図である。
【０１７３】
タッチパネル５００は、表示部５０１とタッチセンサ５９５を備える（図９（Ｂ）参照）
。また、タッチパネル５００は、基板５１０、基板５７０および基板５９０を有する。な
お、基板５１０、基板５７０および基板５９０はいずれも可撓性を有する。
【０１７４】
表示部５０１は、基板５１０、基板５１０上に複数の画素および画素に信号を供給するこ
とができる複数の配線５１１を備える。複数の配線５１１は、基板５１０の外周部にまで
引き回され、その一部が端子５１９を構成している。端子５１９はＦＰＣ５０９（１）と
電気的に接続する。
【０１７５】
＜タッチセンサ＞
基板５９０には、タッチセンサ５９５と、タッチセンサ５９５と電気的に接続する複数の
配線５９８を備える。複数の配線５９８は基板５９０の外周部に引き回され、その一部が
ＦＰＣ５０９（２）と電気的に接続するための端子を構成している。なお、図９（Ｂ）で
は明瞭化のため、基板５９０の裏面側（紙面奥側）に設けられるタッチセンサ５９５の電
極や配線等を実線で示している。
【０１７６】
静電容量方式のタッチセンサが好ましい。静電容量方式としては、表面型静電容量方式、
投影型静電容量方式等があり、投影型静電容量方式としては、主に駆動方式の違いから自
己容量方式、相互容量方式などがある。相互容量方式を用いると同時多点検出が可能とな
るため好ましい。
【０１７７】
以下では、投影型静電容量方式のタッチセンサを適用する場合について、図９（Ｂ）を用
いて説明するが、指等の検知対象の近接または接触を検知することができるさまざまなセ
ンサを適用することができる。
【０１７８】
投影型静電容量方式のタッチセンサ５９５は、電極５９１と電極５９２を有する。電極５
９１は複数の配線５９８のいずれかと電気的に接続し、電極５９２は複数の配線５９８の
他のいずれかと電気的に接続する。
【０１７９】
電極５９２は、図９（Ａ）、（Ｂ）に示すように、複数の四辺形が一方向に連続した形状
を有する。また、電極５９１は四辺形である。配線５９４は、電極５９２が延在する方向
と交差する方向に並んだ二つの電極５９１を電気的に接続している。このとき、電極５９
２と配線５９４の交差部の面積ができるだけ小さくなる形状が好ましい。これにより、電
極が設けられていない領域の面積を低減でき、透過率のムラを低減できる。その結果、タ
ッチセンサ５９５を透過する光の輝度ムラを低減することができる。
【０１８０】
なお、電極５９１、電極５９２の形状はこれに限られず、様々な形状を取りうる。例えば
、複数の電極５９１をできるだけ隙間が生じないように配置し、絶縁層を介して電極５９
２を、電極５９１と重ならない領域ができるように離間して複数設ける構成としてもよい
。このとき、隣接する２つの電極５９２の間に、これらとは電気的に絶縁されたダミー電
極を設けると、透過率の異なる領域の面積を低減できるため好ましい。
【０１８１】
図９で示すタッチセンサ５９５の構成を、図１０を用いて説明する。
【０１８２】
タッチセンサ５９５は、基板５９０、基板５９０上に千鳥状に配置された電極５９１及び
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電極５９２、電極５９１及び電極５９２を覆う絶縁層５９３並びに隣り合う電極５９１を
電気的に接続する配線５９４を備える。
【０１８３】
接着層５９７は、タッチセンサ５９５と表示部５０１が重なるように基板５９０と基板５
７０を貼り合わせている。
【０１８４】
電極５９１及び電極５９２は、透光性を有する導電材料を用いて形成する。透光性を有す
る導電性材料としては、酸化インジウム、インジウム錫酸化物、インジウム亜鉛酸化物、
酸化亜鉛、ガリウムを添加した酸化亜鉛などの導電性酸化物を用いることができる。
【０１８５】
透光性を有する導電性材料を基板５９０上にスパッタリング法により成膜した後、フォト
リソグラフィ法等の公知のパターニング技術により、不要な部分を除去して、電極５９１
及び電極５９２を形成することができる。
【０１８６】
また、絶縁層５９３は電極５９１及び電極５９２を覆う。絶縁層５９３に用いる材料とし
ては、例えば、アクリル、エポキシなどの樹脂、シロキサン結合を有する樹脂の他、酸化
シリコン、酸化窒化シリコン、酸化アルミニウムなどの無機絶縁材料を用いることもでき
る。
【０１８７】
また、電極５９１に達する開口が絶縁層５９３に設けられ、配線５９４が隣接する電極５
９１を電気的に接続する。透光性の導電性材料を用いて形成された配線５９４は、タッチ
パネルの開口率を高めることができるため好ましい。また、電極５９１及び電極５９２よ
り導電性の高い材料を配線５９４に用いることが好ましい。
【０１８８】
一の電極５９２は一方向に延在し、複数の電極５９２がストライプ状に設けられている。
【０１８９】
配線５９４は電極５９２と交差して設けられている。
【０１９０】
一対の電極５９１が一の電極５９２を挟んで設けられ、配線５９４に電気的に接続されて
いる。
【０１９１】
なお、複数の電極５９１は、一の電極５９２と必ずしも直交する方向に配置される必要は
なく、９０度未満の角度をなすように配置されてもよい。
【０１９２】
一の配線５９８は、電極５９１又は電極５９２と電気的に接続される。配線５９８の一部
は、端子として機能する。配線５９８としては、例えば、アルミニウム、金、白金、銀、
ニッケル、チタン、タングステン、クロム、モリブデン、鉄、コバルト、銅、又はパラジ
ウム等の金属材料や、該金属材料を含む合金材料を用いることができる。
【０１９３】
なお、絶縁層５９３及び配線５９４を覆う絶縁層を設けて、タッチセンサ５９５を保護す
ることができる。
【０１９４】
また、接続層５９９は、配線５９８とＦＰＣ５０９（２）を電気的に接続する。
【０１９５】
接続層５９９としては、公知の異方性導電フィルム（ＡＣＦ：Ａｎｉｓｏｔｒｏｐｉｃ　
Ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｆｉｌｍ）や、異方性導電ペースト（ＡＣＰ：Ａｎｉｓｏｔｒｏ
ｐｉｃ　Ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ　Ｐａｓｔｅ）などを用いることができる。
【０１９６】
接着層５９７は、透光性を有する。例えば、熱硬化性樹脂や紫外線硬化樹脂を用いること
ができ、具体的には、アクリル、ウレタン、エポキシ、またはシロキサン結合を有する樹
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脂などの樹脂を用いることができる。
【０１９７】
＜表示部＞
表示部５０１は、マトリクス状に配置された複数の画素を備える。画素は表示素子と表示
素子を駆動する画素回路を備える。
【０１９８】
本実施の形態では、白色の有機エレクトロルミネッセンス素子を表示素子に適用する場合
について説明するが、表示素子はこれに限られない。
【０１９９】
例えば、表示素子として、有機エレクトロルミネッセンス素子の他、電気泳動方式や電子
粉流体方式などにより表示を行う表示素子（電子インクともいう）、シャッター方式のＭ
ＥＭＳ表示素子、光干渉方式のＭＥＭＳ表示素子など、様々な表示素子を用いることがで
きる。なお、適用する表示素子に好適な構成を、公知の画素回路から選択して用いること
ができる。
【０２００】
基板５１０は、可撓性を有する基板５１０ｂ、意図しない不純物の発光素子への拡散を防
ぐバリア膜５１０ａおよび基板５１０ｂとバリア膜５１０ａを貼り合わせる接着層５１０
ｃが積層された積層体である。
【０２０１】
基板５７０は、可撓性を有する基板５７０ｂ、意図しない不純物の発光素子への拡散を防
ぐバリア膜５７０ａおよび基板５７０ｂとバリア膜５７０ａを貼り合わせる接着層５７０
ｃの積層体である。
【０２０２】
封止材５６０は基板５７０と基板５１０を貼り合わせている。また、封止材５６０は空気
より大きい屈折率を備え、光学接合層を兼ねる。画素回路および発光素子（例えば第１の
発光素子５５０Ｒ）は基板５１０と基板５７０の間にある。
【０２０３】
《画素の構成》
画素は、副画素５０２Ｒを含み、副画素５０２Ｒは発光モジュール５８０Ｒを備える。
【０２０４】
副画素５０２Ｒは、第１の発光素子５５０Ｒおよび第１の発光素子５５０Ｒに電力を供給
することができるトランジスタ５０２ｔを含む画素回路を備える。また、発光モジュール
５８０Ｒは第１の発光素子５５０Ｒおよび光学素子（例えば第１の着色層５６７Ｒ）を備
える。
【０２０５】
第１の発光素子５５０Ｒは、下部電極、上部電極、下部電極と上部電極の間に発光性の有
機化合物を含む層を有する。
【０２０６】
発光モジュール５８０Ｒは、第１の着色層５６７Ｒを基板５７０に有する。着色層は特定
の波長を有する光を透過するものであればよく、例えば赤色、緑色または青色等を呈する
光を選択的に透過するものを用いることができる。または、発光素子の発する光をそのま
ま透過する領域を設けてもよい。
【０２０７】
発光モジュール５８０Ｒは、第１の発光素子５５０Ｒと第１の着色層５６７Ｒに接する封
止材５６０を有する。
【０２０８】
第１の着色層５６７Ｒは第１の発光素子５５０Ｒと重なる位置にある。これにより、第１
の発光素子５５０Ｒが発する光の一部は、光学接合層を兼ねる封止材５６０および第１の
着色層５６７Ｒを透過して、図中の矢印に示すように発光モジュール５８０Ｒの外部に射
出される。
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【０２０９】
《表示部の構成》
表示部５０１は、遮光層５６７ＢＭを基板５７０に有する。遮光層５６７ＢＭは、着色層
（例えば第１の着色層５６７Ｒ）を囲むように設けられている。
【０２１０】
表示部５０１は、反射防止層５６７ｐを画素に重なる位置に備える。反射防止層５６７ｐ
として、例えば円偏光板を用いることができる。
【０２１１】
表示部５０１は、絶縁膜５２１を備える。絶縁膜５２１はトランジスタ５０２ｔを覆って
いる。なお、絶縁膜５２１は画素回路に起因する凹凸を平坦化するための層として用いる
ことができる。また、不純物のトランジスタ５０２ｔ等への拡散を抑制することができる
層が積層された絶縁膜を、絶縁膜５２１に適用することができる。
【０２１２】
表示部５０１は、発光素子（例えば第１の発光素子５５０Ｒ）を絶縁膜５２１上に有する
。
【０２１３】
表示部５０１は、下部電極の端部に重なる隔壁５２８を絶縁膜５２１上に有する。また、
基板５１０と基板５７０の間隔を制御するスペーサを、隔壁５２８上に有する。
【０２１４】
《画像信号線駆動回路の構成》
画像信号線駆動回路５０３ｓ（１）は、トランジスタ５０３ｔおよび容量５０３ｃを含む
。なお、駆動回路は画素回路と同一の工程で同一基板上に形成することができる。
【０２１５】
《他の構成》
表示部５０１は、信号を供給することができる配線５１１を備え、端子５１９が配線５１
１に設けられている。なお、画像信号および同期信号等の信号を供給することができるＦ
ＰＣ５０９（１）が端子５１９に電気的に接続されている。
【０２１６】
なお、ＦＰＣ５０９（１）にはプリント配線基板（ＰＷＢ）が取り付けられていても良い
。
【０２１７】
なお、本実施の形態は、本明細書で示す他の実施の形態と適宜組み合わせることができる
。
【符号の説明】
【０２１８】
１００　　情報処理装置
１１０　　演算装置
１１１　　演算部
１１２　　記憶部
１１４　　伝送路
１１５　　入出力インターフェース
１２０　　入出力装置
１２１　　入力手段
１２２　　表示部
３００　　入出力装置
３０１　　表示部
３０２　　画素
３０２Ｂ　　副画素
３０２Ｇ　　副画素
３０２Ｒ　　副画素
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３０２ｔ　　トランジスタ
３０３ｃ　　容量
３０３ｇ（１）　　走査線駆動回路
３０３ｇ（２）　　撮像画素駆動回路
３０３ｓ（１）　　画像信号線駆動回路
３０３ｓ（２）　　撮像信号線駆動回路
３０３ｔ　　トランジスタ
３０８　　撮像画素
３０８ｐ　　光電変換素子
３０８ｔ　　トランジスタ
３０９（１）　　ＦＰＣ
３１０　　基板
３１０ａ　　バリア膜
３１０ｂ　　基板
３１０ｃ　　接着層
３１１　　配線
３１９　　端子
３２１　　絶縁膜
３２８　　隔壁
３２９　　スペーサ
３５０Ｒ　　発光素子
３５１Ｒ　　下部電極
３５２　　上部電極
３５３　　発光性の有機化合物を含む層
３５３ａ　　発光ユニット
３５３ｂ　　発光ユニット
３５４　　中間層
３６０　　封止材
３６７ＢＭ　　遮光層
３６７ｐ　　反射防止層
３６７Ｒ　　着色層
３７０　　対向基板
３７０ａ　　バリア膜
３７０ｂ　　基板
３７０ｃ　　接着層
３８０Ｂ　　発光モジュール
３８０Ｇ　　発光モジュール
３８０Ｒ　　発光モジュール
４００　　情報処理装置
４１０　　演算装置
４２０　　入出力装置
４２２　　タッチパネル
４２２ｒ　　稜線部
４２２ｔ　　選択ボタン領域
４２２ｖ　　底部
４８１　　ヒンジ
４８１ａ　　伸縮センサ
４８１ｂ　　伸縮センサ
４８１ｃ　　弾性体
５００　　タッチパネル
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５０１　　表示部
５０２Ｒ　　副画素
５０２ｔ　　トランジスタ
５０３ｃ　　容量
５０３ｓ　　画像信号線駆動回路
５０３ｔ　　トランジスタ
５０９　　ＦＰＣ
５１０　　基板
５１０ａ　　バリア膜
５１０ｂ　　基板
５１０ｃ　　接着層
５１１　　配線
５１９　　端子
５２１　　絶縁膜
５２８　　隔壁
５５０Ｒ　　発光素子
５６０　　封止材
５６７ＢＭ　　遮光層
５６７ｐ　　反射防止層
５６７Ｒ　　着色層
５７０　　基板
５７０ａ　　バリア膜
５７０ｂ　　基板
５７０ｃ　　接着層
５８０Ｒ　　発光モジュール
５９０　　基板
５９１　　電極
５９２　　電極
５９３　　絶縁層
５９４　　配線
５９５　　タッチセンサ
５９７　　接着層
５９８　　配線
５９９　　接続層
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